
場
積
集
み
ご
の
域
地
て
れ
入
へ
袋
み
ご
は

ま
り
あ
が
の
も
い
な
け
い
は
て
し
出
へ

い
問
お
で
ま
課
生
衛
境
環
は
く
し
詳
。
す

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合

お
を
力
協
ご
と
解
理
ご
に
別
分
の
み
ご

。
す
ま
し
い
願

   

て
し
と
物
合
適
不
ら
か
み
ご
ラ
プ

   

の
も
る
れ
さ
出
抽

・
P
E
T

器
容
の
製

物
棄
廃
系
業
事
・

器
射
注
ン
リ
ス
ン
イ
（
物
棄
廃
系
療
医
・

）
ど
な

）
ど
な
池
電

袋
重
二
・

　

ど
な
―
―

年
昨

10
月
20

ど
た
し
催
開
に
）
日
（
日

要
不
た
い
頂
ら
か
者
護
保
で
所
育
保
、
は

入
購
を
本
絵
で
金
上
売
。
た
し
で
況
盛
大

。
す
ま
し
ト
ン
ゼ
レ
プ
へ
所
育
保
、
て
し

り
切
水
つ
立
役
に
量
減
の
み
ご
生
、
た
ま

ス
ラ
プ
た
れ
さ
出
ら
か
庭
家
の
ま
さ
皆

選
に
ど
な
物
純
不
と
み
ご
ラ
プ
る
き
で
ル

、
で
）
場
工
生
再
、
下
以
（
場
工
化
品
商

（
度
年
元
和
令
（
す
ま

9
1
0
2

）
度
年

ご
ラ
プ
る
れ
ら
送
に
場
工
生
再
。）
在
現

資
再
や
率
効
の
化
源
資
再
、
は
質
品
の
み

を
査
検
、
回
１
年
で
場
工
生
再
の
そ
、
め

。
す
ま
れ
さ
査

年
元
和
令
は
査
検
の
度
年
今

（

9
1
0
2

）
年

10
月
30

環
に
）
水
（
日

れ
わ
行
と
も
の
い
会
ち
立
が
員
課
生
衛
境

念
が
員
業
作
の
人
数
、
げ
広
を
み
ご
ラ
プ

り
よ
に
率
比
入
混
の
物
合
適
不
は
査
検

み
ご
ラ
プ
と
く
続
が
価
評
低
、
れ
さ
価
評

。
す
ま
い
ま
し
て
れ
さ
否
拒
を
れ
入
け
受
の

ま
さ
皆
の
民
町
、
は
績
成
査
検
の
回
今

、
果
結
の
力
努
別
分
み
ご
い
な
間
え
絶
の

の
秀
優
最
は
て
い
つ
に
価
評
質
品

A

価
評

イ
「
る
す
当
該
に
品
忌
禁、
だ
た
。
た
し
で

」
刃
の
り
そ
み
か
「
や
」
器
射
注
ン
リ
ス
ン

つ
に
価
評
無
有
品
忌
禁
、
り
あ
が
入
混
の

ど
な
物
険
危
に
み
ご
ラ
プ
。
た
し
ま
い
ま

を
が
け
が
員
業
作
る
す
別
選
で
業
作
手
の

の
な
険
危
変
大
、
ど
な
る
あ
が
れ
恐
る
す

。
い
さ
だ
く
で
い
な
れ
入
に
対
絶
で

物
棄
廃
系
療
医
の
ど
な
器
射
注
、
た
ま

有田川町の家庭から出る燃えるごみや燃えないご
みは環境センターで処理されており、その運営費の
一部を分担金として支払っています。分担金はごみ
搬入量と人口に基づいて計算され、10kg 当たり約
250 円かかることになります。
生ごみの水切りやコンポスト容器の利用など、ご

み減量によって環境にも町財政にもエコな暮らしを
目指しましょう。 返

り
繰
は
の
も
る
え
使
、
し
く
な
少
を
量5
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